
第第第第２０２０２０２０回回回回    奈良県個人情報保護審議会奈良県個人情報保護審議会奈良県個人情報保護審議会奈良県個人情報保護審議会    会議会議会議会議のののの概要概要概要概要  

◇日時  

   平成１６年 ７月２２日（木） ９：３０～１１：３０  

◇場所  

   奈良県文化会館 第１会議室  

◇議事  

  個人情報保護制度の改善について（第２号諮問事案）  

 

 

［議事概要］  

 

 （個別論点の詳細検討） 

 

    事務局から資料について説明した後、議論が行われた。各委員の主な 

  意見は以下のとおり。 

 

 ＜ 実施機関の範囲（公安委員会、警察本部長） ＞ 

 

    ○ 収集の制限、利用及び提供の制限、個人情報取扱事務の登録、開 

      示請求に対する不開示情報の類型などについて、警察業務の特殊性 

      や全国的斉一性の確保の観点から、犯罪捜査に関する情報など一定 

      の範囲で例外的な取扱いをすることが必要ではないか。 

 

  ○ 犯歴情報や刑事訴訟に関する書類等については、行政機関法と同 

   様に、開示請求等の対象から除外することが必要ではないか。 

 

  ○ 施行時期については、全国的な動向に配慮しつつ、適切な準備期 

   間を設けることが必要ではないか。 

 

 ※ 公安委員会、警察本部長が実施機関になった場合に必要な措置につ 

  いて、次回引き続いて検討することとなった。 

 

 ＜ 事業者が取り扱う個人情報の保護 ＞ 

 

  ○ 個人情報保護法では一定の事業者に義務を課し罰則も規定してい 

   るが、条例上の施策は、すべての事業者に対する自主的な取組を促 

   すための行政指導であり、 法に矛盾抵触するものではないのでは 

   ないか。 

 

  ○ 事業者に対して指導を行う際には、法に定められた大臣の権限と 



  の調整や法の義務規定の適用が除外されている分野に対する配慮を検 

  討することが必要ではないか。 

 

 ※ 個人情報保護法との整合性について、次回引き続いて検討すること 

  となった。 

 

 ＜ その他 ＞ 

 

  ○ 条例の対象とする個人情報について、生存する個人を対象として 

   いることを定義上明らかにしておくことが必要ではないか。 

  


